
ティル・フェルナー

シューベルト：ピアノ・ソナタ第20番 イ長調 D959
Schubert: Sonate für Klavier Nr.20 A-Dur D959

シェーンベルク：3つのピアノ曲 Op.11
Schönberg: 3 Klavierstücke Op.11

シューベルト：ピアノ・ソナタ第21番 変ロ長調 D960
Schubert: Sonate für Klavier Nr.21 B-Dur D960
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Tuesday 15 October 2019, 19:00 TOPPAN HALL
19:00開演トッパンホール

全席指定 6,000円／学生3,000円
発売：6月12日水［会員：6月8日土］ 

10.152 019



トッパンホールWEBチケット http://www.toppanhall.com/

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。
＊学生券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。

2019.5
写真©大窪道治

　およそ十数年にわたり、トッパンホールと並走しつつ、自身のアーティストとしての
キャリアを形成してきた感のあるティル・フェルナー。本人はもちろんのこと、ホールお
よび足繁く通ってくださった多くのお客さまにとっても、ともに、その成長の過程を体験
してきたからこその特別なアーティストといえよう。前回（2018年7月）、手の故障から復
帰した公演での、慈愛に満ちた応援の拍手は、フェルナーの心に感銘深く刻まれたに違い
ない。その最後のピースがはまってはじめて、あのコンサートは完成されたと言ってもい
いだろう。まさにライヴの一体感、醍醐味を感じられたひとときだった。トッパンホール
が彼を初めて起用した2005年に、一体誰がこのような日がくることを想像し得ただろうか。
　
フェルナーの周辺では、ここ数年、いろんな変化が起きた。練習の虫だった彼が、手の
故障により充分なピアノ練習が出来なくなってしまったこと。チューリヒ芸大での教授活
動を始めたことにより、音楽への視点、視野が大きく広がる契機となったこと。さらには
結婚したことによる生活の変化、安定が、彼の演奏に与えた影響も大きかったに違いない。
　同時に、彼にとってここ数年は、長年温めてきたシューベルト・ツィクルスに挑戦する
ための時間でもあった。今回のツィクルスに対しては、様々な理由から、必ずしも十全な
形で挑む事はできなかったが、一方で、新たに得た感覚、それに伴う表現の広がりを垣間
見る事ができた。何であれ、物事には、常にいい事と悪い事の両面がつきまとうものだ。
ツィクルスを解体した形にはなったが、フェルナーとのプロジェクトは今後も着実に進ん
でいく事は確かだ。
　今回のプログラムは、彼の手への負担も考慮し、当初構想のシューベルト最後の３つの
ソナタとはならなかったが、D958の代わりに、シェーンベルクの3つのピアノ曲Op.11

が加わった。ウィーン生まれのウィーンの音楽家でありながら、脱ウィーンを唱えるフェ
ルナーが、シューベルト同様ウィーンの作曲家であるシェーンベルクをいまどう取り上げ
るのか、大変興味深い。一つ失っても、十分にその代わりとなる、もう一つの魅力を得た
ような感覚があり、期待する気持ちを抑えられない。
　作品、作曲家、自身および聴衆に、どこまでも誠実であろうとする、現代という時代に
あって、まさしく稀有な存在であるティル・フェルナー。急速に失われつつある心の襞の
数と深さを取り戻すためにも、このコンサートはきわめて貴重なひとときとなるだろう。
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